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寝屋川映像同好会会報

第１２号（20100514）

発行 竹 田 幸 男

■ ５月例会の開催

５ 月 例 会 は ５ 月 1４ 日 （ 金 ） い つ も の 通 り 開 催 、

谷 さ ん が ４ 月 の 大 原 撮 影 会 の 時 、 高 井 さ ん に 頂 い た

「 み つ ま た 」 の 花 が 終 わ っ て か ら 枝 の 皮 を ほ ぐ し て

作った和紙で、はがきを作ったことを披露しました。

手 に 持 っ て い る の は 製 作 の 工 程 写 真 と 、 で き あ が っ

たはがきです。

平成２２年５月例会

日 時 平成２２年５月１４日（金）

１３：３０～１６：２０

場 所 寝屋川市民活動センター

（市民会館４Ｆ）子供部屋

出席者 天野 新井 石田 小笠原 梶本 竹下 竹田 谷 田渕（９名）

欠席者 竹嶋（５０音別 敬称略）

例会次第 （今回の要約 小笠原氏）

ＮＶＣ Ｍｏｎｔｈｌｙ

同好会ニュース

例会の窓
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１．会員の近況
竹 下 さん 、 体調 が 良く な って き てお り検 査入 院を取 り止 めら れた 。お 久し ぶ
りにご出席いただき、お元気なご様子に会員一同安心いたしました。

２．報告・連絡・協議事項
① 岡山・大原宿 古町ひなまつり撮影旅行その後処理

・ 収 支 報 告 後 谷 さ ん に 返 金 1,000円 残 金 9,380円 が 会 費 に 入 金 処
理された。

・静止画をＳＤカードに入れて、高井様にお渡しした（田渕）。
・「 ひ な ま つ り 前 夜 祭 」 の 様 子 を 記 録 と し た Ｄ Ｖ Ｄ も 高 井 、 明 石 さ ん に お

渡しした（田渕氏経由）。
・ ミ ツ マ タ を 使 っ て の 和 紙 葉 書 が 完 成 。 高 井 さ ん に 送 付 。（ 谷 さ ん 担 当 ）
・ 古町 を 愛す る 会会 長 春名 様 から 竹田 会長 あてに 写真 が届 いた 。全 員に 回

覧。
② 傷害保険（スポーツ安全保険）加入について

・ 団 体 保 険 で 当 会 が 加 入 済 み 。 5月 1６ 日 に 保 険 料 を 支 払 い 翌 日 に 保 障 が
開始される。

・年間保険料 600円/人＋諸経費100円/人集金 。
・ 加 入 者 天 野 新 井 小 笠 原 梶 本 竹 下 竹 田 竹 嶋 田 淵 （ 8名 ）

③ 会報記事の件
・ 内容 は 問わ な い。 何 でも 良 い。 当番 制（ 過去の 投稿 者は パス ）と する 。
・当面5月は石田さん、6月は梶本さん。当番以外の投稿も歓迎。

④ 石田さん メール環境が整った。操作を勉強しているところ。
⑤ 梶本さんの編集環境 超編の操作について、勉強・研究中である。
⑥ 次回の作品発表会（23年秋）に向けて、映像作品作りに頑張ろう。
⑦ 他団体との関連事項

「寝屋川映像協会公開録音会」（５/２０）
・１３：３０～ 総合センター 視聴覚室
・「寝屋川市文化連盟60周年の歩み」のナレーション録音の公開。
「寝屋川映像協会との合同撮影会」（６/９）

９：３０集合。12時昼食後 解散自由行動
竹田 会 長よ り ＜山 田 池「 花 しょ うぶ 園」 撮影会 ＞パ ンフ が配 布さ れた 。

「平野郷撮影会検討」
町ぐ る み博 物 館（ 民 族・ 町 家・ その 他多 数） 興味 深い 取り 組み がさ れ
ている。
ＤＶＤ平野区「町を散歩する」を鑑賞。盛り沢山の映像材料がある。
映像 資 料館 長 が案 内 して も 良い と提 案し てくだ さっ てい る。 今後 の検 討
課題。

⑧ パソコン操作に関して
・ 編 集 作 品 の 登 録 が 重 複 す る な ど 一 杯 に な っ て Ｐ Ｃ が 重 い （ 石 田 さ ん ）。

超編を再度インストールし直した。
外付けＨＤＤ（500Ｇ）に、写真を内蔵ＨＤＤから移した。
超編をＤドライヴに入れた。→Ｃドライヴに入れた方が良い。
編集作品は→「専用フォルダー」を作って入れた方が良い。

・ミュージックの名前の付け方。登録が無暗に増える。 谷さん
ＣＤ毎に「専用フォルダー」を作って管理すると良い。

・「 ビ デ オ ス タ ジ オ Ｘ ３ の お 試 し サ ー ビ ス ソ フ ト 」 を 手 に 入 れ た 。 竹 田
さん

３．作品映写
① 「古町ひなまつり他４編」： 小笠原さん

・ モニ タ ーに 合 わせ た 映像 （ ４： ６） でな いもの あり 、縦 横比 がお かし か
った 。 映写 が ４： ３ の場 合 はそ れに 合わ せたい が、 カメ ラが １６ ：９ で
ある。

・静止画にして映像を止めるより、スロー再生にするべき。
・ＢＧＭがフェードアウトになっていない。
・ テキ ス トが 長 いと 画 面に 集 中で きな い。 ナレー ショ ンに すべ きで ある 。
・ 子画 面 を複 数 使っ て いる シ ーン は、 同じ 大きさ では なく 声が 出て いる 主

力画面を大きくすると良い。
・ スラ イ ドシ ョ ーで あ って も 動画 にす べき 。多少 でも 動き のあ る見 栄え を
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大切に。

４．次回例会
・ ６ 月 1８ 日 （ 第 ３ 金 曜 日 ） １ ３ ： ３ ０ ～ 於 ： 市 民 活 動 セ ン タ ー こ ど も

部屋
・カメラ担当：梶本さん

超精密編集のおすすめ

竹 田 幸 男

い ま や ビ デ オ の 編 集 は パ ソ コ ン を 使 っ て 行 う の が 常

識 と な り 、 か っ て の 「 テ ー プ デ ッ キ を ２ 台 使 っ て 互 い

の 間 で ダ ビ ン グ す る 」 と い う 編 集 方 法 は 過 去 の も の と

な っ て いま す 。過 去 の編 集 方法 で は、 たと えば オーバ ーラ ップ （ク ロス フェ ー

ド ） や 種々 の 効果 が 使え ず 、ま た 編集 精度 が低 いため 、で きあ がり が見 劣り し

ます。観客がパソコンを使った緻密な編集をした作品を見慣れているため、「 目

が 肥 え 」て し まい 、 過去 の 編集 方 法で 作っ た作 品は評 価さ れに くく なっ てい ま

す。

そ れ では 、 パソ コ ンを 使 えば 言 い作 品が 出来 るか。 これ も一 概に は言 えま せ

ん 。 良 い作 品 を作 る には 、 まず 良 いカ ット を撮 影する 力、 スト ーリ ーの 組み 立

て 力 、 感性 、 そし て 表現 力 が必 要 です 。そ して 編集に より 作品 の細 部が 整っ て

いなければなりません。それには「超精密編集」が必要です。

た と えば 、 旅行 に 行っ て 、土 産 物店 に寄 って 、陳列 され てい る珍 しい 商品 を

撮 影 し たと し ます 。 たま た ま売 り 子が 写っ てい ました 。誰 かに 向か って 一生 懸

命 に 説 明し て いま す 。そ の 目が ち らっ と一 瞬カ メラを 見ま した 。は じめ から こ

ち ら を 向い て 何か し ゃべ っ てい る なら 、そ うい う構図 も良 いの です が、 画面 外

の 誰 か に向 か って い る目 が 、ち ら っと こち らを 見る、 とい うの は画 面の 流れ を

阻 害 す る構 図 です 。 こち ら を見 た 瞬間 から 後は カット する 、そ うい う３ ０分 の

１ 秒 単 位の カ ット が 作品 の 効果 を 高め るも のと 思いま す。 多く の編 集ソ フト に

は マ ウ スの ホ イー ル を前 後 に動 か すこ とに よっ て編集 画面 を１ フレ ーム ずつ 前

後 さ せ る手 段 が付 い てお り 、こ れ を利 用し て目 がこち らを 見る フレ ーム から １

フレーム戻した点で「分割」の指令を出し、以後を削除すればいいのです。

も う 一つ 、 塔で あ ると か 、動 物 であ ると か、 何か目 標物 を見 つけ てズ ーム ア

ッ プ し ます 。 ズー ム アッ プ の途 中 は良 いが 、終 わった 後の 画面 をよ く見 ると 上

下 左 右 にふ ら ふら と 揺れ て いま す 。こ の揺 れも 画面の 緊張 感を 削ぐ もの です 。

ホ イ ー ルを 前 後さ せ なが ら 画面 を よく 見て 、揺 れ始め のフ レー ムを 見つ け、 １

フ レ ー ム戻 し てそ こ でカ ッ ト。 こ れで きり っと した編 集結 果を 得ら れま す。 こ

の よ う に１ フ レー ム にこ だ わっ て 編集 点を 決め るかど うか が作 品の 質を 左右 す

ることになると思います。

ＡＶＣメモ
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動 画 の中 に 静止 画 を使 う 場合 が あり ます 。写 真など 、そ れし か残 って いな い

も の は やむ を 得ま せ んが 、 撮り 逃 がし た場 面、 カット の時 間が 短か すぎ る場 面

を写真や静止画で補う、というのは,連続性の観点からは良くないと思います。

一 見 動 き の な い 場 面 で も 動 画 と 静 止 画 と で は 見 る 人 に 全 く 違 う 感 覚 を 与 え ま

す 。 撮 り逃 が しは ど うし よ うも あ りま せん が、 時間が 短す ぎる 場面 を生 かす に

は再生速度を遅くする方法があります。超編でもエディウスでも可能です。「 ス

ピ ー ド 」を ５ ０％ に すれ ば カッ ト の時 間が 倍に なりま す。 但し 注意 とし ては 動

き が ス ロー モ ーシ ョ ンに な りま す ので 、人 の動 きなど が写 って いる 場面 には 向

き ま せ ん。 ま た現 地 音の ピ ッチ も 低く なっ てし まい、 言葉 など 聞き 取れ ない と

か 、 こ もっ た 音に な りま す から 、 似た よう な現 地音を 持っ て来 て挿 入す るな ど

の 工 夫 が必 要 です 。 また 手 ぶれ が ある と動 きが カクカ クと しま すの で、 手ぶ れ

がない画面を選ぶ必要があります。

例 会 で 「 ク ラ シ ッ ク は Ｂ Ｇ Ｍ に は 向 か な い 。」 と い う 発 言 が あ り ま し た 。 向

か な い と い う 原 因 は い ろ い ろ あ り ま す 。 そ の 一 つ 最 大 の 理 由 は 、「 ダ イ ナ ミ ッ

ク レ ン ジ が 広 い （ 大 き い ）。」 と い う こ と 、 言 い 換 え る と 「 小 さ な 音 の 所 と 大

き な 音 の 所 の 音 量 差 が 大 き い 。」 こ と で す 。 こ の よ う な 音 楽 を 、 始 め か ら 終 わ

り ま で 通し で ＢＧ Ｍ に使 う と、 最 初静 かな 音で 始まっ たが 、ク ライ マッ クス で

は 音 が 大き く て耳 を ふさ ぎ たく な る。 しか し「 大きな 音の 部分 が適 当な 音量 に

な る よ う に 抑 え る と 、 小 さ な 音 の 部 分 が 聞 こ え な く な っ て し ま う 。」 と い う 問

題 が あ りま す 。そ こ で、 演 奏の 途 中で 音が 大き くなろ うと する 直前 の点 を見 つ

け、編集画面でオーディオトラックの音量レベルの線を下へ向けて曲げてやり、

次 に レ ベル が 低下 す る点 を 見つ け て音 量レ ベル 線を持 ち上 げて やり ます 。一 曲

の 中 で これ を 何回 も 何回 も 根気 よ く繰 り返 して 、自分 なり の一 定レ ベル 演奏 を

作 り 上 げま す 。こ の よう に すれ ば クラ シッ ク音 楽もＢ ＧＭ とし て違 和感 なく 利

用することができます。

ク ラ シッ ク がＢ Ｇ Ｍに 向 かな い 他の 原因 は、 １曲の 途中 で曲 想が 変化 する も

の が あ る、 と いう こ とで す 。た と えば 長調 の明 るい感 じの 曲が あっ て、 この 曲

の 感 じ が作 品 にマ ッ チす る と思 っ て採 用し ます 。とこ ろが 最初 は長 調で 始ま る

が 、 途 中で 暗 い、 或 いは 寂 しい 感 じの 短調 に転 調して 、ま た長 調に 戻っ て終 了

す る 、 と言 う 場合 が あり ま す。 長 調の 明る い感 じの部 分が 作品 にマ ッチ する と

思 っ た のが 、 途中 で 暗く 変 わっ た 曲想 が画 面の イメー ジに 合わ なく なる 、と い

う こ と にな り ます 。 この よ うな 転 調の ない 曲を 使うか 、曲 を部 分的 に使 うか 、

あ る い はそ の 部分 に どう し ても 強 調し たい 現地 音（た とえ ば滝 の音 とか 鳥の 声

など）を持って来てＢＧＭをフェードアウトする、という工夫も必要でしょう。

■


